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■プログラム概要 

最近、その効果に対する喧伝から、アクティブラーニングの一種である反転授業に、注目が集

まっています。反転授業の中でも授業中に学生との討論を目指す高次型と呼ばれるものがありま

す。この高次型の反転授業こそ、「橋本メソッド」でおこなうことが可能です。そこで、本プログラム

はワークショップ形式で、「橋本メソッド」と反転授業について、実際に体験しながら学ぶことを目指

します。まずは、反転授業とは「橋本メソッド」とはということの理解から始めて、簡易な形での「橋

本メソッド」を体験してもらう予定です。反転を実施する上で、具体的な授業の手法を体験すること

で、自らの反転授業へアレンジすることは容易になると思います。なお、「橋本メソッド」とは富山大

学の橋本勝先生の開発した大人数向けのアクティブラーニングのことです。 

 

１．反転授業と橋本メソッドの紹介（ここは講義式） 

２．グループを作ろう 

３．グループで作業してみよう 

４．グループで発表しよう 

５．作業の振り返り 

 

■主な受講対象 

教員。特に、グループワークを授業に取り入れたい方が対象ですが、教務系の職員の参加も歓

迎します。 

 

■本プログラムの到達目標 

１．反転授業について授業の構成方法等について説明できる。 

２．橋本メソッドについての授業手法等について説明できる。 

３．反転授業を橋本メソッドと組み合わせて実施する手順を説明できる。 

 

■日時・会場 

日  時 ： 平成２７年８月２７日（木）１０：００～１２：００ 

会  場 ： 愛媛大学 城北キャンパス  
 

 

プログラム番号  ２７０１A 

橋本メソッドを反転授業でやろう！！ 
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徳島大学教育学部卒業。鳴門教育大学大学院学校教育研究科修
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